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モジュール2

ソースコード静的解析機能を標準搭載

ワンクリックで論理的な問題を検出

ターゲッシステム側で動作する
ランタイムソフトウエア

SOLIDソフトウェア開発プラットフォーム

Windows® PC Arm® Cortex® プロセッサ

・IDE(Visual Studio®ベース )

・LLVM/Clang コンパイラ

・デバッガ、OSモニタ

SOLID-IDE
・

・ミドルウェア (TCP/IP他）

・開発支援機構 (ローダー等）

SOLID-OS
RTOS (TOPPERS)連携・IDE(Visual Studio®ベース )

・LLVM/Clang コンパイラ

・デバッガ、OSモニタ

SOLID-IDE
・

・ミドルウェア (TCP/IP他）

・開発支援機構 (ローダー等）

SOLID-OS
RTOS (TOPPERS)

ホストPC側で動作するツール群

立ち上げ簡単で、開発の開始コストを低減
ITRONカーネル(TOPPERS)を、デバイスやボード依存を
排除した状態で供給しているので、RTOSの立ち上げがきわめて簡単

使いやすくて簡単なVisual StudioベースのIDE

「ITRON以上、Linux未満」RTOSシステムを
快適に開発するためのプラットフォーム、
それがSOLID
SOLIDひとつでRTOS、コンパイラ、IDE、デバッガと、開発に必要な全てが揃う

開発のしやすさでRTOSを選ぶならSOLID

少人数開発はもちろん、大規模システム開発を効率よく行える豊富な開発支援機能

ITRON仕様のRTOS、先進のClangコンパイラ、Visual StudioベースのIDEと
長年の現場の声を活かしたデバッガが密接に連携することで、開発環境が劇的に進化

OSからデバッガまで、全ての開発ツールが64bit Armプロセッサに対応

リンカスクリプトと実行ライブラリがツールチェーンで連携、実行命令領域を
”書き換え不可”などに自動設定

GUIで設定するだけでArm Cortex-AのMMU設定コードをSOLIDが自動生成

メモリマップデザイナーで、メモリ属性や
プロテクションを指定するだけ！

ラクラクMMU活用!!

インテリセンス機能で、
サクサクコーディング！

MMUで設定したメモリプロテクションにより、スタックの突き抜けやデータ領域の実行などを自動検出

アドレスサニタイザによる実行時メモリバグ検出機能により、バグのモグラ叩きが不要

自動バグ検出で、デバッグ・テストコストを低減

サニタイザモードでビルドするだけ、
メモリバグを自動検出!不正アクセスがあった箇所

不正アクセスをしたコード

未初期化ポインタ、
アクセスやゼロ除算
などの問題を指摘.

スッキリソースコード解析！

アドレス解決可能なELFローダーが、モジュール間で
外部シンボルを実行時に解決

モジュール単体でのビルド、ロードとアンロードも可能

メインモジュールはROMのまま、追加ELFのみを
改変してソースデバッグが可能

分散拠点での開発、
デバッグ効率を劇的に改善！

①領域外アクセス検出などのデバッグ機能強化に活用

②複数拠点での分散開発に活用

オーバーラン
検出領域

オーバーラン
検出領域

オーバーラン
検出領域

モジュール１
チーム開発の悩みを解決

拠点１ 拠点2 拠点3

開発対象ではないモジュール、アドレスを固定してフラッシュに書き込んでおくことも可能

開発対象モジュール

モジュール2

64bit リアルタイム
OSカーネル

32bit リアルタイム
OSカーネル

マルチコア対応の
リアルタイムOS

64bit リアルタイム
OSカーネル

32bit リアルタイム
OSカーネル

マルチコア対応の
リアルタイムOS

技術解説書
はこちら

技術解説書
はこちら


